
ページの下から 行目

誤　「関数 が で に収束する」　　　　　 正　「関数 が で に収束する」

ページの下から 行目

誤　 公差 を足して　　　正　 公差 を次々と足して

ページの下から 行目

誤　 　　末項 がわからないとき。

正　 　　末項 がわからないとき。

ページの最終行

誤　等比数列ならば　 　　 は公比 　　　正　等比数列ならば　 　　 は公比

ページ合成関数の極限の下から 行目

誤　関数 ， について， ， とする。

正　関数 ， について， ， とし， は で連続 とする。

ページの最終行

次の文言を追加する。

　関数の連続性は，定義 を参照。

ページのタイトル

誤　関数の連続性と数列の極限　　　　　　　　　　　 正　関数の極限と数列の極限

ページの 番右の図版

誤　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正　

ページ の下から ， 行目

誤　関数の極限と片側極限の定理 ページ より　　　正　関数の極限と片側極限の定理より

ページ例 図版

該当の図版をさしかえた。

ページの上から 行目

誤　 　　　正　
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ページ例題 解答の上から 行目

誤　

正　

ページ微分積分学の基本定理の最終行

誤　 　　　正　

ページの上から ～ 行目

誤　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　であり， ページ例 より， は定数 となる。

正　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　であり， ページ例 より， は定数 となる。

ページの上から 行目

誤　連続関数 において， が開区間 上で微分可能な関数 で表されているとする。

正　連続関数 において， が開区間 上の 級関数 で表されているとする。

ページ置換積分の定理の下から 行目

誤　連続関数 において， が開区間 上で微分可能な関数 で表されているとき，次が成り立つ。

正　連続関数 において， が開区間 上の 級関数 で表されているとき，次が成り立つ。

ページ置換積分の定理の直下の上から 行目

誤　 　　　正　

ページ例 の下から 行目

誤　 　　　正　

ページ定義 の下から 行目

誤　 　　　正　

ページ例 の下から 行目

誤　例えば， は広義積分である。　　　正　 は広義積分である。
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ページの上から 行目

誤　 ページ　　　正　 ページ

ページ定義 の下から 行目

誤　 ， ，……， ， ｜ ， ， ，……，

正　 ， ，……， ， ｜ ， ， ，……，

ページ の上から 行目

誤　点を　　　正　点 ， を

ページの上から 行目

上から 行目の末尾に次の文言を追加する。

つまり，集合 が閉集合であるとは， の境界点がすべて に含まれるということである。

ページ定義 の下から 行目

誤　
， ，

　　　正　
， ，

ページ図版

該当の図版中に原点 を追加し， を 軸側に移動し， を 軸に近づける。

ページ例

例 を，次に丸ごとさしかえる。

， とするとき， 変数関数 ， の定義域内の点 ， における 方向の方向微分係数は

　　　　　　　　　　　　

， ，

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

ページ左側の図版の関数の定義式

誤　 　　　正　 ，
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ページ右側の図版の関数の定義式

誤　 　　　正　 ，

ページの上から 行目

誤　 　点 を通り， に垂直な平面

　　　 ･ 　 を平面の法線ベクトルという。

正　 　点 を通り， に垂直な平面は，次のように表される。

　　　　　　　 ･

　　　ここで， を平面の法線ベクトルという。

ページ例題 の下から 行目

誤　
，

， 　　　正　 ，

ページの最終行

誤　上の定理から　　　正　前ページの定理から

ページ例 の下から 行目

誤　前ページの定理の対偶より，　　　正　 ページの定理の対偶より，

ページ例 の下から 行目

誤　 ， は　　　正　 ， のグラフは

ページ例題 の問題文

問題の文言を，次の文言に丸ごとさしかえる。

変数関数 ， が，原点 ， で偏微分可能であるが全微分可能でないことを示せ。

ページ例題 の解答

解答を，次に丸ごとさしかえる。

のとき ， から　　 ，

のとき ， から　　 ，

よって，関数 ， は原点 ， において偏微分可能である。

また，原点 ， を通る直線 に沿って， ， を ， に近づけると， のとき ， ，

のとき ， となる。

よって，関数 ， は ， ， のとき極限をもたないから，原点 ， で連続でない。

したがって，全微分可能性と連続性の定理の対偶より関数 ， は原点 ， で全微分可能でない。　■
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ページ定理の直下の上から 行目

誤　 ページ　　　正　 ， ページ

ページ

誤　 ， ， ， 　　　正　 ， ， ，

ページ例 のタイトル

誤　原点で全微分可能であるが連続でない 変数関数　　　正　原点で全微分可能であるが 級でない 変数関数

ページ例 の上から 行目

誤　 　　　正　

ページ例題 の問題文

誤　導関数　　　正　偏導関数

ページ練習 の上から 行目

誤　導関数　　　正　偏導関数

ページ例 の下から 行目

誤　 ，
， ，

正　 ，
， ，

ページ練習 の問題文

誤　導関数　　　正　偏導関数

ページ定義 の上から 行目

誤　導関数　　　正　偏導関数

ページ例題 解答の上から 行目

誤　 ， ， 　　　正　 ， ，

ページ の 行目

誤　前ページの定理において　　　正　上の定理において
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ページの上から 行目

誤　後は実際に候補として求めた点が極値であるかどうか判定する必要がある。

正　後は実際に候補として求めた点で極値をとるかどうか判定する必要がある。

ページ例題 解答の下から 行目

誤　陰関数は 　　　正　陰関数

ページ解答の下から 行目

誤　 ， とすると， であるから

正　 ， とすると， であるから

ページ の問題文

誤　 次　　　正　 次

ページ の問題文

誤　 　　　正　

ページの上から ， 行目

誤　 ……

　　 ……

正　 ……

　　 ……

ページ例 の下から ～ 行目

誤　　　　　　　 ･ ， ･

　　ここで　　　 ･･，

　　　　　　　 ･･， ･･

　　　　　　　 ･ ･

正　　　　　　　 ･ ， ･

　　ここで　　　 ･･，

　　　　　　　 ･･， ･･

　　　　　　　 ･･ ･
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ページの上から 行目

誤　 　　　正　

ページ例題 の問題文

問題の文言を，次の文言に丸ごとさしかえる。

正　 ， ， とするとき， を計算せよ。

ページ定理の最終行

誤　 ， ， 　　　正　 ， ，

ページ

の文言を，次の文言に丸ごとさしかえる。

　長方形領域は， つの関数のグラフで挟まれた領域の特別な場合とみなせる と が定数関数の場合を

　　　考えればよい ので， ページの長方形領域上での累次積分の定理は，前ページの定理から導き出せる。

ページの下から ， 行目

誤　 変数関数の置換積分 ページ の置換積分の定理 も参照

正　 変数関数の置換積分 ページ の置換積分の定理 ．も参照

ページ図版の右側

図中の数式を，次の通り訂正する。

誤　 　　　正　

誤　 　　　正　

ページ上から 行目

誤　 ， ， ， ，

正　 ， ， ， ，

ページ公式の最終行

誤　 ， ， ， ， ，

正　 ， ， ， ， ，

ページの下から 行目

誤　脚注 　　　正　脚注
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ページ例題 の上から 行目

誤　求める曲面積は　　　正　求める曲面積を とすると

ページ練習

問題の文言を，次の文言に丸ごとさしかえる。

変数関数のグラフの曲面積の定理の公式を，座標空間 の曲面の曲面積の公式を適用して計算することにより導け。

ページの下から 行目

誤　 ， 　　　正　 ，

ページの下から 行目

誤　 ， ， ， ， ， ， ，

正　 ， ， ， ， ， ， ，

ページ定義 の下から 行目

誤　すべての 　　　正　すべての自然数

ページの上から 行目

誤　それ上での　　　正　それら上での

ページの上から 行目

誤　 　　　正　

ページの上から ， 行目

上から ， 行目の間に次の文言を追加する。

は で連続であるから　　

よって， であるすべての について が成り立つ。

ページ の下から ， 行目

誤　導関数　　　正　微分係数

ページの上から 行目

誤　 ページ 　　　正　 ページ

ページの下から 行目

誤　 　　　正　
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～ ページ

枚目以降を参照。

ページの右段の上から 行目

誤　長方形領域上での累次積分 　 　　　正　長方形領域上での累次積分 　
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